
中
本
た
か
子
宛
横
光
利
一
書
簡
に
つ
い
て

一
九
二
六
年
秋
、
作
家
志
望
の
若
き
教
師
に
送
っ
た
手
紙

加
 
 
藤
 
 
禎
 
 
行

 
 
 
ぎ
ω
三
歪
江
軽
○

一
、
寄
贈
の
経
緯
に
つ
い
て

あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
中
本
た
か
子
宛
横
光
利
一
書
簡
の
本
文
と
写
真

版
に
よ
る
書
簡
画
像
の
掲
載
、
そ
し
て
そ
の
解
説
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

 
今
回
、
資
料
紹
介
す
る
中
本
た
か
子
宛
横
光
利
一
書
簡
は
、
二
〇
〇
六
〈
平
成

1
8
＞
年
一
月
一
三
日
、
中
本
た
か
子
の
妹
に
あ
た
る
御
遺
族
鳥
潟
美
喜
子
氏
か
ら
、

山
口
県
立
大
学
附
属
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
横
光
利
一
書
簡
の
寄
贈
に
あ
た
っ
て
は
、
山
口
市
在
住
の
郷
土
文
学
研
究
家
和

田
上
下
お
よ
び
山
口
県
文
化
振
興
課
西
村
佳
子
氏
に
御
尽
力
を
頂
い
た
。
寄
贈
後
、

た
だ
ち
に
、
同
書
簡
は
、
二
〇
〇
六
〈
平
成
1
8
＞
十
二
月
一
日
か
ら
二
六
日
ま
で
、

山
口
県
立
山
口
図
書
館
二
階
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
、
「
ふ
る
さ
と
の

文
学
者
1
3
人
 
中
本
た
か
子
」
展
示
期
間
中
、
二
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
七
日

間
、
本
セ
ン
タ
ー
よ
り
貸
出
展
示
さ
れ
、
引
き
続
き
、
本
学
の
日
本
文
化
資
料
室

に
お
い
て
も
、
二
月
九
日
よ
り
二
八
日
ま
で
同
書
簡
の
小
展
示
を
行
っ
た
。

 
ま
た
筆
者
は
、
小
文
「
中
本
た
か
子
宛
横
光
利
一
書
簡
に
つ
い
て
」
（
『
郷
土
文

学
資
料
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
』
第
7
号
、
二
〇
〇
六
〈
平
成
1
8
＞
年
五
月
二
日
発
行
）

で
、
同
書
簡
の
概
要
を
簡
単
に
報
告
す
る
機
会
を
得
た
が
、
紙
数
等
の
関
係
か
ら

書
簡
本
文
の
全
文
紹
介
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
河
出
書
房
新
社
刊
行
の

『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
第
一
六
巻
（
一
九
八
七
年
 
二
月
）
、
同
補
巻
（
一
九
九

九
年
一
〇
月
）
等
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
同
書
簡
は
、
全
集
等
未
収
録
の
書
簡
で

二
、
合
間
の
形
状
等
と
書
簡
本
文
に
つ
い
て

・
の
書
薩
蓋
の
匡
郭
．
罫
線
を
持
つ
二
。
字
二
。
行
の
原
稿
用
紙
四
枚
＋

（
メ
ー
カ
ー
名
等
の
情
報
な
し
）
に
、
万
年
号
（
黒
色
イ
ン
ク
）
で
書
か
れ
る
。

そ
の
う
ち
一
枚
目
か
ら
三
枚
目
ま
で
は
、
原
稿
用
紙
中
央
か
ら
や
や
右
寄
り
の
上

部
に
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
、
「
1
」
「
2
」
「
3
」
と
通
し
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
。

四
枚
目
に
通
し
番
号
は
見
ら
れ
な
い
。
原
稿
用
紙
の
大
き
さ
は
、
縦
二
六
・
七
㎝
、

横
三
九
・
○
㎝
。

 
封
筒
も
残
存
し
て
お
り
、
聖
護
院
局
に
よ
る
消
印
が
読
み
取
れ
る
。
消
印
日
付

は
「
届
」
ρ
謹
」
と
あ
り
、
一
九
二
六
く
大
正
1
5
V
年
一
〇
月
二
四
日
付
。
受
付

時
間
帯
は
「
ロ
ー
8
」
と
、
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
。
封
筒
表
に
は
「
山
口
県
山

口
市
片
岡
小
路
 
中
本
た
か
子
様
」
、
封
筒
裏
に
は
「
京
都
市
下
加
茂
宮
崎
町
小

松
米
店
 
横
光
利
一
」
と
、
万
年
置
（
黒
色
イ
ン
ク
）
で
書
か
れ
て
い
る
。
封
筒

の
大
き
さ
は
、
縦
二
六
・
七
㎝
、
横
三
九
・
○
㎝
。

 
以
下
に
書
簡
本
文
を
掲
げ
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
仮
名
遣
い
は
そ
の
ま
ま
旧

仮
名
遣
い
と
し
、
旧
字
体
は
固
有
名
詞
を
除
い
て
、
新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
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写
真
版
を
本
稿
と
同
時
に
掲
げ
る
の
で
、

い
こ
と
と
し
た
。

改
行
位
置
に
つ
い
て
は
特
に
明
示
し
な

 
御
無
沙
汰
い
た
し
て
を
り
ま
す
。
今
、
京
都
に
を
り
ま
す
。
こ
こ
暫
く
、

と
云
っ
て
も
多
分
今
年
い
つ
ば
い
は
、
出
来
る
こ
と
な
ら
来
年
の
春
頃
ま
で

は
こ
ち
ら
に
る
た
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
と
き
ど
き
は
東
京
へ
（
月
に
一
回

位
）
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
は
東
京
に
は
る
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
用
や
仕
事
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
ど
う
も
す
る
気
が
起
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
 
マ

な
く
て
逃
げ
て
ば
か
り
ゐ
ま
す
。
取
鳥
、
島
根
の
方
を
廻
り
た
い
と
思
ひ
な

が
ら
ま
だ
行
か
な
い
で
る
ま
す
。
こ
と
に
よ
っ
た
ら
、
来
月
あ
た
り
ひ
ょ
っ

こ
り
米
子
あ
た
り
か
ら
御
通
知
を
差
し
上
げ
る
破
目
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
家
内
が
死
ん
で
か
ら
は
手
紙
な
ど
殆
ど
書
く
気
が
起
り
ま
せ
ん
の
で
ど

こ
へ
も
出
し
ま
せ
ん
。
こ
の
ご
ろ
は
淋
し
さ
な
ん
か
軽
蔑
し
な
が
ら
も
、
矢

つ
張
り
駄
目
で
誰
も
み
な
い
此
の
室
へ
帰
っ
て
来
る
と
物
の
哀
れ
を
感
じ
て

日
本
人
ら
し
く
一
応
は
ぼ
ん
や
り
や
っ
て
み
る
の
で
す
。
あ
な
た
が
下
す
つ

た
（
文
藝
春
秋
へ
）
お
手
紙
は
三
四
本
拝
見
し
ま
し
た
。
い
つ
も
な
が
ら
愉

快
な
皮
肉
ば
つ
か
り
云
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
「
い
い
加
減
音
無
し
く
し
て
ほ

 
 
マ
マ

し
い
、
」
と
微
笑
し
な
が
ら
眩
き
ま
す
。
「
野
の
と
な
り
」
と
云
ふ
の
は
拝
見

し
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
あ
れ
は
ま
だ
「
あ
く
」
が
と
れ
て
な
い
感
じ
が
あ

り
ま
し
た
。
鉄
兵
も
感
心
し
て
ゐ
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
、
「
曲
玉
」
の

方
が
好
き
で
す
。
「
文
藝
春
秋
」
か
ら
今
度
純
文
芸
雑
誌
が
出
ま
す
が
、
そ

れ
に
は
無
名
作
家
を
ど
し
ど
し
紹
介
す
る
さ
う
で
す
か
ら
、
今
か
ら
ぼ
つ
ぼ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

つ
勉
強
し
て
を
い
て
下
さ
い
。
菊
池
氏
や
管
に
は
云
っ
て
あ
り
ま
す
。
文
藝

時
代
に
は
い
つ
で
も
出
せ
る
の
で
す
が
、
も
う
あ
の
雑
誌
は
い
け
ま
せ
ん
。

原
稿
が
出
来
ま
し
た
ら
矢
張
り
寺
兵
の
所
へ
送
っ
て
下
さ
い
。
彼
に
も
此
の

間
ま
た
話
し
て
を
き
ま
し
た
か
ら
、
と
に
か
く
、
あ
せ
ら
な
い
で
し
っ
か
り

や
っ
て
下
さ
い
。
少
し
此
の
頃
み
が
き
が
消
え
て
来
て
は
を
り
ま
せ
ん
か
。

今
か
ら
だ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
あ
な
た
に
愛
人
が
お
あ
り
な
ら
そ
の
人
に

す
す
め
て
東
京
へ
出
る
や
う
に
な
す
っ
て
、
そ
し
て
、
あ
な
た
も
東
京
へ
出

て
ゐ
ら
っ
し
や
れ
ば
ど
う
で
す
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
た
つ

て
駄
目
で
す
。
失
礼
で
す
が
、
も
し
就
職
と
か
何
と
か
云
ふ
こ
と
を
お
考
へ

に
な
っ
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
し
た
ら
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
に
で
も
な
り
ま
す

か
ら
。
ほ
ん
と
の
こ
と
を
き
か
し
て
下
さ
い
。
田
舎
に
み
る
の
と
東
京
に
み

る
の
と
は
ち
が
ひ
ま
す
。
田
舎
で
ひ
と
り
思
ふ
存
分
の
読
書
を
す
る
こ
と
と
、

東
京
に
み
て
、
何
も
泥
ま
ず
に
、
人
に
接
し
て
人
の
云
ふ
こ
と
を
軽
蔑
す
る

な
り
感
心
す
る
な
り
し
て
み
る
こ
と
と
は
、
後
者
の
方
が
遙
か
に
勉
強
に
な

っ
て
ゐ
ま
す
。
そ
れ
と
も
お
家
の
方
々
が
不
賛
成
な
ん
で
す
か
。
田
舎
で
幽

閉
な
ん
か
さ
れ
な
が
ら
ジ
ユ
リ
エ
ツ
ト
の
真
似
を
し
て
み
る
の
も
華
や
か
に

は
ち
が
ひ
あ
り
ま
す
ま
い
が
そ
れ
で
は
あ
な
た
の
歎
息
が
気
の
毒
で
す
。

＋
月
廿
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＋

 
↓
人
に
な
る
と
ま
す
ま
す
ズ
ボ
ラ
者
に
な
っ
て
行
き
ま
す
。
手
紙
を
書
き

ま
し
て
も
切
手
が
な
か
っ
た
り
す
る
と
出
し
に
行
く
の
が
い
や
な
の
で
、
三

日
も
四
日
も
机
の
上
に
の
せ
た
き
り
で
す
。
此
の
手
紙
も
書
い
て
か
ら
一
週

間
以
上
に
も
な
り
ま
す
か
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
は
こ
こ
一
二
ヶ
月
の
問
に
書

い
た
た
だ
一
本
の
手
紙
で
す
。
あ
な
た
に
だ
ん
だ
ん
逢
ひ
た
く
な
っ
て
行
き

ま
す
。
京
都
へ
遊
び
に
る
ら
っ
し
や
れ
ば
い
い
の
に
と
と
き
ど
き
思
ひ
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
横
光
生

隆
か
子
様

た
か
子
様

（
字
を
間
違
ひ
ま
し
た
か
ら
名
を
二
つ
書
き
ま
し
た
。
此
の
一
枚
を
書
き
直

し
ま
す
と
、
ま
た
一
週
間
も
遅
れ
さ
う
で
す
か
ら
こ
れ
で
お
赦
し
下
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
横
光
生

た
か
子
様



九二六年秋、作家志望の若き教師に送った手紙中本たか子宛横光利一書簡について

三
、
書
簡
執
筆
の
時
期
に
つ
い
て

 
消
印
に
よ
れ
ば
一
九
二
六
〈
大
正
1
5
＞
年
一
箇
月
二
四
日
と
い
う
投
函
日
付
、

書
簡
本
文
に
よ
れ
ば
「
十
月
廿
日
」
と
い
う
執
筆
日
付
を
持
つ
本
書
簡
だ
が
、
新

感
覚
派
の
気
鋭
と
し
て
知
ら
れ
た
横
光
利
一
に
と
っ
て
、
一
九
二
六
〈
大
正
1
5
＞

年
一
〇
月
と
い
う
時
期
は
、
ど
の
よ
う
な
時
期
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

 
一
九
二
六
〈
大
正
1
5
＞
年
、
横
光
利
一
に
関
わ
る
伝
記
上
の
事
項
と
し
て
最
も

重
要
な
出
来
事
は
「
六
月
、
二
四
日
、
神
奈
川
県
三
浦
郡
逗
子
町
小
坪
の
湘
南
サ

ナ
ト
リ
ウ
ム
で
キ
ミ
死
去
（
享
年
二
十
三
歳
）
。
戸
籍
面
へ
の
婚
姻
届
出
は
七
月

八
日
。
」
（
「
年
譜
」
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
第
十
六
巻
、
一
九
八
七
年
十
二
月
、

河
出
書
房
新
社
）
と
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
二
一
二
〈
大
正
1
2
＞
年
か
ら
同
居

生
活
を
送
っ
て
い
た
小
島
キ
ミ
の
死
去
で
あ
っ
た
。

 
こ
の
小
島
キ
ミ
の
死
去
と
関
連
し
て
、
「
妻
」
（
『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
五
〈
大

正
1
4
＞
年
一
〇
月
）
、
「
春
は
馬
車
に
乗
っ
て
」
（
『
女
性
』
一
九
二
六
〈
大
正
1
5
＞

年
三
月
）
、
「
蛾
は
ど
こ
に
で
も
み
る
」
（
『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
六
〈
大
正
1
5
＞
年

一
〇
月
）
、
「
美
し
い
家
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
二
七
〈
昭
和
2
＞
年
一
月
一

七
日
）
、
「
花
園
の
思
想
」
（
『
改
造
』
一
九
二
七
〈
昭
和
2
＞
年
二
月
初
と
、
病
妻

小
説
の
系
譜
が
、
横
光
利
一
研
究
で
は
ひ
と
つ
の
問
題
領
域
を
形
成
し
て
い
る
。

 
同
時
に
、
一
九
二
六
〈
大
正
1
5
＞
年
下
半
期
の
横
光
利
一
の
居
所
と
動
静
は
、

横
光
利
一
年
譜
に
お
け
る
、
か
す
か
な
空
白
を
な
し
て
い
る
よ
う
だ
。
井
上
謙

『
評
伝
横
光
利
＝
（
一
九
七
五
年
一
〇
月
、
桜
楓
社
）
に
よ
る
記
述
を
確
認
し
て

お
く
。

東
京
に
戻
っ
た
横
光
は
、
家
が
な
い
の
で
当
時
麹
町
（
下
六
番
町
）
の
旧
有

島
武
郎
邸
に
あ
っ
た
文
芸
春
秋
社
の
一
室
を
借
り
て
告
別
式
を
行
な
っ
た
。

式
は
彼
の
希
望
で
、
僧
侶
も
牧
師
も
頼
ま
な
い
完
全
な
無
宗
教
葬
で
あ
っ
た

が
、
キ
ミ
は
横
光
の
愛
情
と
美
し
い
献
花
、
そ
れ
に
先
輩
や
知
友
に
よ
っ
て

手
厚
く
葬
ら
れ
た
。
に
よ
る
告
別
式
を
行
っ
た
。
七
月
八
日
、
横
光
は
キ
ミ

と
の
婚
姻
届
を
出
し
同
日
入
籍
し
た
。
／
「
蛾
は
ど
こ
に
で
も
み
る
」
に
よ

る
と
、
キ
ミ
の
死
後
、
横
光
は
一
時
彼
女
の
実
家
（
小
島
家
）
で
暮
し
て
い

た
ら
し
い
。
（
中
略
）
／
横
光
は
小
島
の
家
を
出
る
と
、
菊
池
を
頼
っ
て
、

し
ば
ら
く
の
間
文
芸
春
秋
社
の
一
室
を
借
り
て
住
ん
だ
。
彼
は
そ
の
一
室
で
、

キ
ミ
と
の
愛
と
死
を
綴
っ
た
。
そ
れ
は
苦
痛
に
満
ち
た
彼
の
青
春
で
あ
っ
た

し
、
生
々
し
い
叫
び
は
そ
の
青
春
の
終
り
を
告
げ
る
挽
歌
で
も
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
第
六
章
 
新
感
覚
派
時
代
」

 
ま
た
、
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
第
十
六
巻
（
一
九
入
七
年
十
二
月
、
河
出
書

房
新
社
）
に
掲
げ
ら
れ
た
横
光
書
簡
を
確
認
し
て
お
く
な
ら
、
一
九
二
六
〈
大
正

15

E
昭
和
元
〉
年
の
横
光
書
簡
は
十
七
通
で
、
そ
の
う
ち
十
六
通
は
、
一
月
か
ら

六
月
ま
で
の
晶
削
半
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
暖
後
半
期
の
蕎
笑
月
六
日
＋

付
岡
村
政
司
宛
の
も
の
の
み
で
あ
る
。
ま
た
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
補
巻
（
一

九
九
九
年
十
月
、
河
出
書
房
新
社
）
に
掲
げ
ら
れ
た
、
一
九
二
⊥
ハ
〈
大
正
1
5
＞
年

の
横
光
書
簡
は
二
通
で
、
こ
れ
も
ま
た
、
同
年
の
前
半
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。
本
書
簡
に
お
い
て
横
光
が
、
「
家
内
が
死
ん
で
か
ら
は
手
紙
な
ど
殆
ど
書
く

気
が
起
り
ま
せ
ん
の
で
ど
こ
へ
も
出
し
ま
せ
ん
」
「
こ
れ
は
こ
こ
一
二
ヶ
月
の
間

に
書
い
た
た
だ
一
本
の
手
紙
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
未
発
見
書
簡
が
存
在

す
る
可
能
性
と
、
未
知
の
文
学
少
女
へ
の
修
辞
と
い
う
側
面
を
考
慮
し
て
も
、
あ

な
が
ち
誇
張
と
も
思
わ
れ
な
い
。

 
す
な
わ
ち
、
横
光
利
一
の
】
九
二
六
〈
大
正
1
5
＞
年
下
半
期
は
、
文
藝
春
秋
社

の
一
室
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
定
ま
っ
た
自
分
自
身
の
住
居

を
持
た
な
か
っ
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
動
静
を
確
認
す
る
一
次
資
料
で
あ
る
書
簡

も
、
充
分
に
確
認
は
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
「
今
、
京
都
に
を
り
ま
す
。

こ
こ
暫
く
、
と
云
っ
て
も
多
分
今
年
い
つ
ば
い
は
、
出
来
る
こ
と
な
ら
来
年
の
春
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頃
ま
で
は
こ
ち
ら
に
る
た
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
と
き
ど
き
は
東
京
へ
（
月
に
一

回
位
）
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
は
東
京
に
は
る
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と

い
う
文
言
は
、
あ
く
ま
で
意
向
で
、
そ
の
修
辞
を
鵜
呑
み
に
し
て
は
な
ら
な
い
が
、

少
な
く
と
も
一
九
二
六
〈
大
正
1
5
＞
年
一
〇
月
、
横
光
利
一
は
京
都
滞
在
中
だ
っ

た
。
封
筒
裏
に
記
入
さ
れ
た
、
「
京
都
市
下
平
茂
宮
崎
町
小
松
米
店
」
と
い
う
居

所
に
つ
い
て
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。

 
一
方
、
や
が
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
と
し
て
活
躍
す
る
中
本
た
か
子
に
と
っ

て
、
一
九
二
六
〈
大
正
1
5
＞
年
一
〇
月
と
い
う
時
期
は
、
ど
の
よ
う
な
時
期
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
中
本
た
か
子
研
究
に
お
け
る
伝
記
的
情
報
の
蓄
積
は
、
横
光
利

一
と
比
較
し
た
場
合
、
明
ら
か
に
情
報
不
足
な
の
だ
が
、
小
林
茂
夫
「
中
本
た
か

子
小
伝
」
（
山
口
県
郷
土
作
家
研
究
会
編
『
甦
る
郷
土
の
作
家
た
ち
』
四
季
出
版
、

一
九
八
八
年
一
〇
月
）
が
素
描
し
た
、
中
本
た
か
子
の
初
発
を
確
認
し
て
お
く
。

中
本
た
か
子
（
本
名
タ
カ
子
）
は
一
九
〇
三
年
前
明
治
三
十
六
年
）
十
一
月

十
九
日
、
山
口
県
の
西
北
の
響
灘
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
島
、
豊
浦
郡
角
島
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
父
は
下
士
官
か
ら
た
た
き
あ
げ
た
と
い
わ
れ
る
陸
軍
中
尉
で
、

退
職
後
は
山
口
中
学
校
の
体
操
教
師
を
つ
と
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
か

子
は
六
人
兄
弟
の
長
女
で
し
た
。
／
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
三
月
に
県

立
山
口
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

 
ま
た
女
学
校
卒
業
後
の
中
本
た
か
子
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
和
田
健
「
中
本
た

か
子
年
譜
」
（
や
ま
ぐ
ち
文
学
回
廊
構
想
推
進
協
議
会
編
『
や
ま
ぐ
ち
の
文
学
者

た
ち
』
同
協
議
会
発
行
、
二
〇
〇
六
〈
平
成
1
8
＞
年
三
月
）
に
詳
し
い
。
こ
の
年

譜
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
〈
大
正
9
＞
年
、
県
立
山
口
高
等
女
学
校
を
卒
業
後
、

検
定
試
験
で
小
学
校
尋
常
科
正
教
員
の
資
格
を
得
、
一
九
二
一
〈
大
正
1
0
＞
年
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ア
も
の
つ

二
月
、
下
関
玉
江
小
学
校
に
勤
務
、
一
九
二
五
〈
大
正
1
4
＞
年
六
月
、
山
口
下
宇

の
り
ょ
う

野
令
小
学
校
、
一
九
二
六
〈
大
正
1
5
＞
年
三
月
、
嘉
川
興
進
小
学
校
に
勤
務
し
て

い
る
。
本
書
簡
を
受
け
取
っ
た
時
期
は
、
嘉
川
興
進
小
学
校
勤
務
時
代
と
な
る
。

こ
の
時
期
、
新
潮
社
の
投
書
雑
誌
『
文
章
倶
楽
部
』
一
九
二
五
〈
大
正
1
4
＞
年
八

月
号
に
は
、
中
本
た
か
子
名
義
で
書
か
れ
た
懸
賞
当
選
作
「
日
曜
の
食
卓
」
の
掲

載
、
ま
た
無
名
作
家
紹
介
号
と
銘
打
た
れ
た
『
文
藝
日
本
』
一
九
二
五
〈
大
正
1
4
＞

年
一
二
月
号
に
も
、
コ
ン
ト
「
予
算
」
の
掲
載
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

九
二
六
〈
大
正
1
5
＞
年
一
〇
月
、
中
本
た
か
子
は
小
学
校
教
師
と
し
て
勤
務
す
る

か
た
わ
ら
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
目
指
す
投
書
家
で
あ
っ
た
。
な
お
、
封
筒
表
に
記
入

さ
れ
た
、
「
山
口
市
片
岡
小
路
」
と
い
う
地
名
だ
が
、
現
在
の
山
口
市
に
お
い
て

も
、
一
の
坂
川
か
ら
山
口
県
教
育
会
館
前
へ
と
続
く
小
径
の
呼
称
と
し
て
残
存
し

て
い
る
。

四
、
書
簡
の
内
容
に
つ
い
て

奎
．
鰹
中
本
た
か
子
が
文
芸
秋
社
気
附
で
横
光
型
宛
に
送
・
た
手
紙
＋

に
対
す
る
返
信
と
し
て
、
書
か
れ
て
い
る
。
中
本
た
か
子
は
、
こ
の
よ
う
な
連
絡

方
法
を
ど
う
や
っ
て
知
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
年
鑑
協
会
編
『
文
藝
年
鑑
』

（一

纉
�
ﾜ
〈
大
正
1
4
＞
年
三
月
、
二
松
堂
書
店
）
、
文
芸
年
鑑
編
輯
所
感
『
文
藝

年
鑑
』
（
一
九
二
六
〈
大
正
1
5
＞
年
二
月
、
二
松
堂
書
店
）
の
段
階
で
は
、
「
文
士

録
」
掲
載
の
横
光
利
一
住
所
は
、
と
も
に
「
東
京
市
外
中
野
町
上
町
二
八
〇
二
」

と
さ
れ
て
い
る
。
本
書
簡
が
発
信
さ
れ
た
後
の
刊
行
だ
が
、
『
文
藝
自
由
日
記
』

（
文
藝
春
秋
社
出
版
部
、
一
九
二
六
〈
大
正
1
5
＞
年
＝
月
）
に
な
る
と
、
巻
末

掲
載
「
現
代
文
芸
家
住
所
録
（
大
正
十
五
年
十
一
月
現
在
）
」
に
お
け
る
、
横
光

利
一
の
現
住
所
は
「
麹
町
谷
下
六
番
町
十
文
藝
春
秋
社
気
附
」
と
さ
れ
て
い
る
。

 
も
っ
と
も
、
本
書
簡
か
ら
は
、
す
で
に
複
数
回
の
書
簡
の
往
来
が
あ
っ
た
こ
と

も
窺
え
る
し
、
「
原
稿
が
出
来
ま
し
た
ら
矢
張
り
鉄
兵
の
所
へ
送
っ
て
下
さ
い
」

と
あ
る
よ
う
に
、
片
岡
鉄
兵
も
ま
た
横
光
の
窓
口
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う

だ
。



九二六年秋、作家志望の若き教師に送った手紙中本たか子宛横光利一書簡について

 
本
書
簡
に
よ
れ
ば
、
中
本
た
か
子
は
「
野
の
と
な
り
」
「
曲
玉
」
と
い
う
ふ
た

つ
の
原
稿
を
送
り
、
横
光
に
一
読
を
乞
う
て
い
る
。
「
野
の
と
な
り
」
に
つ
い
て

の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
が
、
「
曲
玉
」
に
つ
い
て
は
、
「
ア
ポ
ロ
の
葬
式
」
（
『
創
作

月
刊
』
一
九
二
入
〈
昭
和
3
＞
年
四
月
号
）
で
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
の
ち
、

『
創
作
月
刊
』
一
九
二
八
〈
昭
和
3
＞
年
一
〇
月
号
に
同
名
の
小
説
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
必
ず
し
も
横
光
に
送
っ
た
草
稿
そ
の
ま
ま
が
、
『
創
作
月
刊
』
に
掲
載

さ
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
行
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
書
簡
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
固
有
人
名
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。

「
鉄
兵
」
は
、
新
感
覚
派
作
家
と
し
て
登
場
し
、
の
ち
に
左
傾
し
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

文
学
運
動
の
担
い
手
と
な
っ
た
片
岡
鉄
兵
。
「
菊
池
氏
や
管
」
と
あ
る
が
、
「
菊
池

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

氏
」
は
も
ち
ろ
ん
『
文
藝
春
秋
』
経
営
者
で
あ
っ
た
菊
池
寛
。
「
管
」
は
漱
石
旧

友
の
菅
虎
雄
を
父
に
持
つ
菅
忠
雄
。
菅
忠
雄
は
、
芥
川
龍
之
介
、
久
米
正
雄
、
菊

池
寛
と
い
っ
た
第
四
次
『
新
思
潮
』
同
人
と
の
交
遊
か
ら
文
藝
春
秋
社
に
入
社
し
、

『
文
藝
春
秋
』
編
集
者
を
務
め
て
お
り
、
『
文
藝
時
代
』
発
起
人
の
ひ
と
り
で
も
あ

っ
た
。

 
「
「
文
藝
春
秋
」
か
ら
今
度
純
文
芸
雑
誌
が
出
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
無
名
作
家

を
ど
し
ど
し
紹
介
す
る
さ
う
で
す
か
ら
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
、
本
書
簡
の
翌
年

に
文
藝
春
秋
社
か
ら
新
創
刊
さ
れ
た
新
し
い
文
芸
雑
誌
は
、
『
手
帖
』
（
一
九
二
七

〈
昭
和
2
＞
年
三
月
創
刊
～
＝
月
終
刊
）
で
あ
り
、
無
名
作
家
の
紹
介
で
は
な

く
、
既
成
作
家
に
よ
る
一
ペ
ー
ジ
単
位
で
の
自
在
な
寄
稿
を
掲
載
す
る
、
と
い
う

性
格
の
雑
誌
だ
っ
た
。
無
名
作
家
の
紹
介
雑
誌
と
し
て
文
藝
春
秋
か
ら
雑
誌
『
創

作
月
刊
』
が
創
刊
さ
れ
る
の
は
、
も
う
一
年
遅
れ
て
お
り
、
一
九
二
八
〈
昭
和
3
＞

二
月
の
こ
と
だ
。
し
か
し
な
が
ら
同
誌
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
早
い
段
階
か
ら

横
光
利
一
や
菊
池
寛
の
周
辺
で
、
模
索
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
一
方
で
、
「
文
藝
時
代
に
は
い
つ
で
も
出
せ
る
の
で
す
が
、
も
う
あ
の
雑
誌

は
い
け
ま
せ
ん
」
と
い
う
、
横
光
の
何
気
な
い
コ
メ
ン
ト
に
伺
え
る
終
刊
間
際
の

雑
誌
『
文
藝
時
代
』
評
価
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

 
さ
て
、
書
簡
後
半
で
は
、
横
光
利
一
は
繰
り
返
し
、
中
本
た
か
子
に
上
京
を
う

な
が
し
て
い
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
第
一
義
的
に
は
、
作
家
志
望
の
教
師
を
励
ま

す
言
葉
と
し
て
書
か
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
「
あ
な
た
に
愛
人
が
お
あ

り
な
ら
そ
の
人
に
す
す
め
て
東
京
へ
出
る
よ
う
に
な
す
っ
て
、
そ
し
て
、
あ
な
た

も
東
京
へ
出
て
ゐ
ら
っ
し
や
れ
ば
ど
う
で
す
」
と
、
仮
定
法
を
用
い
つ
つ
も
、
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
 
マ

れ
と
な
く
恋
人
の
有
無
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
文
言
や
、
時
に
は
「
取
鳥
、
島
根

の
方
を
廻
り
た
い
」
「
京
都
に
遊
び
に
る
ら
っ
し
や
れ
ば
い
い
の
に
」
と
、
直
接

の
面
会
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
文
言
さ
え
、
本
書
簡
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

の
だ
。

 
こ
う
し
た
横
光
の
挙
動
不
審
な
書
き
振
り
に
は
、
愛
す
る
妻
を
失
っ
た
あ
と
で

揺
れ
動
く
心
情
の
機
微
と
混
乱
と
を
察
知
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
元
号
が
〈
大
正
〉

か
ら
く
昭
和
〉
へ
と
改
元
さ
れ
た
こ
の
年
の
暮
れ
、
横
光
利
一
は
、
「
雑
感
ひ

と
り
も
の
に
つ
い
て
」
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
二
六
〈
昭
和
元
〉
年
一
二
月
二
八
日
）

と
い
う
随
筆
を
残
し
て
い
る
。

 
独
身
に
な
っ
て
一
番
困
る
の
は
、
気
候
の
変
り
目
で
あ
る
。
私
は
つ
い
先

日
ま
で
夏
の
着
衣
で
過
し
て
み
た
。
ど
こ
か
仕
立
屋
に
↓
分
間
頼
め
ば
済
み

さ
う
に
思
は
れ
る
の
に
、
そ
れ
が
億
劫
な
の
で
、
い
つ
ま
で
も
捨
て
て
お
く
。

す
る
と
、
い
つ
の
ま
に
か
冬
に
な
っ
て
了
っ
て
み
た
。
冬
に
な
っ
て
、
さ
て

ど
う
す
る
だ
ら
う
と
自
分
を
見
て
み
る
と
、
ま
だ
、
た
だ
寒
い
寒
い
と
云
っ

て
み
る
だ
け
で
あ
る
。
／
部
屋
で
も
ど
こ
か
一
つ
定
め
よ
う
と
思
っ
て
み
て

も
、
定
め
る
と
な
る
と
、
蒲
団
を
運
ん
だ
り
、
机
を
持
ち
込
ん
だ
り
、
知
ら

な
い
人
に
逢
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
思
ふ
と
、
ま
た
い
や
だ

い
や
だ
と
云
ひ
た
く
な
る
。
私
は
ま
だ
一
つ
の
部
屋
さ
へ
持
っ
て
る
な
い
。

私
は
ど
こ
で
も
仕
事
の
出
来
る
質
で
は
な
い
。
メ
リ
ヤ
ス
の
二
枚
も
ぶ
か
ぶ

か
と
着
込
ん
で
、
憂
嘗
な
顔
を
の
び
の
び
と
二
日
ほ
ど
し
通
し
て
、
／
「
よ

し
来
た
」
と
云
ひ
出
す
と
、
一
寸
紙
と
角
力
が
取
れ
さ
う
に
な
っ
て
来
る
／

一49一
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そ
れ
に
贅
沢
を
云
へ
ば
、
ど
こ
か
重
心
の
し
っ
か
り
し
た
女
が
遠
く
の
方
で

仕
事
を
し
て
み
る
の
を
見
て
み
る
と
、
気
持
ち
が
、
朗
ら
か
に
落
ち
つ
い
て

来
る
。
／
人
は
い
ろ
い
ろ
幸
福
に
つ
い
て
贅
沢
な
注
文
を
し
て
み
る
が
、
結

局
、
家
庭
以
外
に
、
さ
う
幸
福
は
あ
り
得
る
も
の
で
は
な
い
と
私
は
思
っ
て

み
る
。
今
、
市
街
戦
で
は
、
家
庭
を
持
っ
て
る
る
も
の
と
、
家
庭
を
持
た
な

い
も
の
と
の
間
に
幸
福
の
決
定
が
白
熱
し
て
、
あ
の
得
体
の
知
れ
な
い
幸
福

の
取
り
合
を
や
っ
て
み
る
。
所
が
、
不
幸
な
こ
と
に
も
、
幸
福
と
云
ふ
化
物

は
団
子
で
あ
っ
た
た
め
し
が
な
い
。

 
一
九
二
六
〈
昭
和
元
〉
年
の
年
の
瀬
、
横
光
利
一
は
、
独
身
生
活
の
不
如
意
を

愚
痴
り
、
居
所
も
定
め
ら
れ
な
い
境
遇
を
嘆
き
、
幸
福
な
家
庭
生
活
へ
の
憧
憬
を

独
白
し
て
い
る
。
前
掲
の
井
上
謙
『
評
伝
横
光
利
一
』
（
一
九
七
五
年
一
〇
月
、

桜
楓
社
）
は
、
翌
年
の
『
新
潮
』
新
年
号
（
一
九
二
七
く
昭
和
2
V
年
一
月
）
に

掲
載
さ
れ
た
横
光
利
一
「
計
算
し
た
女
」
を
検
討
し
て
、
女
主
人
公
「
お
桂
」
に

つ
い
て
、
「
横
光
は
、
キ
ミ
の
死
後
、
こ
の
「
お
桂
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
小
里

文
子
と
恋
愛
を
し
た
。
当
時
、
菊
池
寛
の
周
囲
に
は
若
い
作
家
や
数
多
く
の
文
学

少
女
が
出
入
り
し
て
い
た
。
文
子
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
」
（
「
第
六
章
 
新
感
覚

派
時
代
」
）
と
調
査
し
つ
つ
、
こ
の
小
説
に
、
妻
小
島
キ
ミ
を
失
っ
た
直
後
の
横

光
の
恋
愛
観
お
よ
び
異
性
関
係
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
の
小
里
文
子
と
横
光
の
関

係
は
結
果
的
に
破
綻
す
る
の
だ
が
、
井
上
謙
は
、
そ
の
小
説
世
界
に
描
か
れ
る
、

「
幻
影
の
中
の
死
ん
だ
妻
」
と
対
話
す
る
横
光
の
葛
藤
、
そ
の
内
面
世
界
を
重
視

し
て
い
る
。

 
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
「
あ
な
た
に
だ
ん
だ
ん
逢
ひ
た
く
な
っ
て
行

き
ま
す
。
京
都
へ
遊
び
に
る
ら
っ
し
や
れ
ば
い
い
の
に
と
と
き
ど
き
思
ひ
ま
す
。
」

と
い
う
本
書
簡
の
横
光
の
文
言
も
、
文
壇
ゴ
シ
ッ
プ
的
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
話

題
と
し
て
で
は
な
く
、
「
紙
と
角
力
」
を
取
る
毎
日
を
過
ご
す
横
光
が
、
そ
の
原

稿
用
紙
を
凝
視
す
る
な
か
で
、
ふ
と
見
出
し
て
し
ま
っ
た
、
未
知
の
文
学
少
女
の

幻
影
に
対
し
て
、
自
問
自
答
的
に
投
げ
掛
け
て
い
る
言
葉
と
し
て
、
考
え
て
い
く

方
が
適
切
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
と
も
あ
れ
、
一
九
二
七
〈
昭
和
2
＞
年
三
月
、
中
本
た
か
子
は
横
光
利
一
か
ら

の
手
紙
に
促
さ
れ
る
よ
う
に
、
上
京
を
果
た
し
、
小
説
家
と
な
る
た
め
の
第
一
歩

を
歩
み
出
す
。
同
年
四
月
五
日
、
横
光
利
一
は
菊
池
寛
の
媒
酌
で
、
日
向
千
代
と

再
婚
し
、
同
年
五
月
に
は
文
壇
に
新
感
覚
派
の
名
を
刻
印
し
た
雑
誌
『
文
藝
時
代
』

が
終
刊
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
簡
が
照
ら
し
出
す
の
は
、
、
横
光
利
一
と

中
本
た
か
子
と
の
年
譜
上
を
交
点
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
履
歴

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
作
業
に
資
す
る
と
い
う
点
で
、
本
書
簡
は
、
貴
重
な
文
学

資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
書
簡
以
後
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

 
本
来
、
書
簡
の
資
料
紹
介
と
し
て
は
、
上
記
の
叙
述
で
時
系
列
的
に
終
了
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

の
が
適
切
だ
と
も
思
わ
れ
る
が
、
本
書
簡
以
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
中
本
た
か
子

の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
の
翌
年
ま
で
を
見
通
し
つ
つ
、
簡
単
に
素
描
し
て
お
き
た
い
。

 
中
本
た
か
子
の
実
質
的
な
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
は
、
『
創
作
月
刊
』
（
一
九
二
八
〈
昭

和
3
＞
年
四
月
）
へ
の
「
ア
ポ
ロ
の
葬
式
」
掲
載
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
、
続
い
て

本
書
簡
で
そ
の
草
稿
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
た
、
「
曲
玉
」
（
『
創
作
月
刊
』
一
九
二

八
〈
昭
和
3
＞
年
一
〇
月
号
）
の
掲
載
が
こ
れ
に
続
く
。
横
光
利
一
「
文
藝
時
評
」

（『

ｶ
藝
春
秋
』
一
九
二
八
〈
昭
和
3
＞
年
＝
月
）
は
、
自
ら
文
壇
へ
と
仲
介
し

た
無
名
の
新
人
作
家
に
対
す
る
援
護
と
し
て
、
「
曲
玉
」
を
採
り
上
げ
た
。
」

曲
玉
（
創
作
月
刊
）
／
中
本
た
か
子
氏
の
曲
玉
は
、
女
性
に
は
あ
る
ま
じ
き

振
前
で
、
自
然
物
を
殆
ど
尽
く
、
男
性
の
変
形
に
感
じ
て
み
る
。
電
球
の
丸
、

き
び
の
鷺
、
茄
子
の
触
感
、
さ
う
し
て
最
後
に
、
首
へ
茄
子
を
曲
玉
の
や
う

に
か
け
連
ね
て
踊
り
た
い
と
願
ふ
の
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
が
あ
ま
り
に
女
性



九二六年秋、作家志望の若き教師に送った手紙中本たか子宛横光利一書簡について

ら
し
き
女
性
で
あ
る
が
故
だ
と
思
は
せ
る
一
方
に
、
あ
ま
り
に
女
ら
し
か
ら

ざ
る
女
性
で
は
な
い
か
と
思
は
せ
る
所
、
そ
こ
が
問
題
と
な
っ
て
、
や
が
て

は
八
方
に
渦
巻
く
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
私
は
、
そ
の
問
題
は
好
色
の
患
者

に
ま
か
せ
る
と
し
て
も
、
此
の
作
者
の
観
察
力
の
警
抜
と
、
感
覚
の
跳
蕩
と
、

思
想
の
超
俊
と
に
、
此
の
芸
術
の
美
し
さ
を
発
見
す
る
。
ま
た
そ
の
美
し
さ

は
、
茄
子
を
曲
玉
と
表
現
し
た
所
か
ら
、
読
者
は
自
ら
想
像
せ
ら
れ
て
も
、

さ
し
て
間
違
ひ
の
な
い
程
度
の
美
し
さ
だ
。
わ
れ
く
読
者
は
、
此
の
一
篇

か
ら
い
か
に
差
恥
を
感
じ
る
と
し
て
も
、
常
に
わ
れ
く
は
、
野
に
川
に
、

田
園
に
、
秋
の
風
を
感
じ
て
秀
韻
の
高
気
を
さ
へ
養
ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ

ら
う
。
も
し
そ
れ
が
出
来
な
い
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
者
は
、
要
す
る
に

好
色
の
患
者
で
あ
る
。

 
横
光
利
一
に
文
芸
時
評
で
言
及
さ
れ
る
と
い
っ
た
厚
遇
、
支
援
を
受
け
つ
つ
、

新
進
作
家
中
本
た
か
子
は
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
に
、
徐
々
に
流
通
し
始
め
る
。
デ
ビ

ュ
ー
翌
年
、
コ
ラ
ム
「
新
人
紹
介
ω
」
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
二
九
〈
昭
和
4
＞
年

一
月
＝
日
）
で
は
、
顔
写
真
入
り
で
中
本
た
か
子
の
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
中
本
た
か
子
は
自
身
の
「
略
歴
」
に
つ
い
て
、
コ
九
二
七
年
三
月
に
上

京
し
て
、
或
雑
誌
社
に
み
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
は
軟
い
職
業
に
依
っ

て
口
を
糊
し
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
上
京
直
後
の
状
況
を

直
接
話
法
で
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
証
言
で
も
あ
る
。
こ
の
「
或
雑
誌
社
」

に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
「
軟
い
職
業
」
に
つ
い
て
は
、
「
代
々
木
あ
た
り
で
カ
フ

エ
ー
の
女
給
を
し
て
生
活
費
を
得
る
一
方
創
作
に
精
進
し
て
い
た
」
（
「
中
本
た
か

子
発
狂
す
 
松
澤
へ
入
院
」
『
朝
日
新
聞
』
一
九
三
一
〈
昭
和
6
＞
年
四
月
十
九

日
）
と
、
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
直
前
期
の
消
息
を
伝
え
る
、
事
後
的
な
新
聞
記
事
を
、

間
接
話
法
な
が
ら
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
。

 
そ
し
て
こ
の
コ
ラ
ム
「
新
人
紹
介
ω
」
で
中
本
た
か
子
は
、
「
思
想
系
統
」
に

つ
い
て
は
、
「
瞭
り
し
た
思
想
系
統
を
持
ち
ま
せ
ん
強
ひ
て
言
へ
ば
、
唯
物
論
的

立
場
と
で
も
申
し
ま
せ
う
（
但
し
、
史
的
弁
証
法
的
唯
物
論
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
」

と
微
妙
な
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
。
実
際
、
一
九
二
九
〈
昭
和
4
＞
年
の
中
本

た
か
子
の
軌
跡
は
、
横
光
利
一
ら
の
新
感
覚
派
文
学
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
し
か
し

確
実
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
側
へ
と
、
移
行
し
て
い
く
時
期
に
該
当
し
て
い

た
。 

そ
し
て
同
時
に
、
一
九
二
九
〈
昭
和
4
＞
年
は
、
中
本
た
か
子
の
雑
誌
メ
デ
ィ

ア
へ
の
露
出
が
、
爆
発
的
に
増
大
し
た
一
年
で
あ
っ
た
。
前
年
に
引
き
続
き
『
創

作
月
刊
』
に
は
、
小
説
「
新
聞
紙
が
作
っ
た
海
峡
」
（
一
月
）
、
小
説
「
臨
時
作
業
」

（
三
月
）
、
随
筆
「
人
形
町
」
（
四
月
）
を
掲
載
、
そ
し
て
長
谷
川
時
雨
の
主
宰
す

る
雑
誌
『
女
人
藝
術
』
に
は
小
説
「
赤
」
（
一
月
）
、
随
筆
「
自
己
紹
介
」
（
二
月
）
、

小
説
「
鈴
虫
の
雌
」
（
三
月
）
、
評
論
「
機
械
の
美
感
」
（
四
月
）
、
座
談
会
「
最
近

世
相
漫
談
会
」
（
五
月
）
へ
の
参
加
、
評
論
「
文
学
の
生
産
と
需
要
」
（
六
月
）
、

評
論
「
文
芸
月
評
」
（
八
月
）
、
評
論
「
文
芸
時
評
」
（
九
月
）
、
小
説
「
恐
慌
」

（
δ
月
）
、
評
論
「
文
芸
評
価
の
華
-
文
芸
時
評
⊥
（
一
壷
と
間
断
な
＋

く
登
場
し
て
い
る
。

 
ま
た
、
新
興
芸
術
派
作
家
の
多
く
が
集
っ
た
新
潮
社
の
雑
誌
『
文
学
時
代
』
に

は
、
評
論
「
新
進
十
五
作
家
論
 
平
林
た
い
子
論
」
（
八
月
）
、
小
説
「
モ
ス
ク
ワ

の
ミ
イ
ラ
取
り
」
（
一
〇
月
）
、
随
筆
「
嵐
」
（
十
一
月
）
、
ア
ン
ケ
ー
ト
「
来
年
は

何
を
す
る
か
1
一
九
三
〇
年
に
対
す
る
私
の
希
望
・
抱
負
・
計
画
1
」
（
十
二
月
）

を
掲
載
、
そ
し
て
同
じ
く
新
興
芸
術
派
系
の
雑
誌
『
近
代
生
活
』
に
は
小
説
「
朝

の
無
礼
」
（
六
月
）
、
随
筆
「
四
人
の
男
」
（
七
月
）
、
コ
ン
ト
「
繁
栄
の
大
統
領
」

（
十
月
）
、
随
筆
「
手
の
階
級
性
-
光
の
手
ほ
か
」
（
十
一
月
）
、
評
論
「
収
穫
の
多

い
本
年
度
の
創
作
界
」
（
十
二
月
）
を
掲
載
し
た
。

 
そ
し
て
小
さ
な
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
『
文
藝
レ
ビ
ュ
ー
』
の
ア
ン
ケ
ー
ト
「
形
式

主
義
文
学
理
論
を
如
何
に
観
る
か
1
短
信
1
（
二
）
」
（
五
月
）
、
『
文
藝
都
市
』
で

の
合
評
「
六
月
号
創
作
評
」
（
七
月
）
へ
の
参
加
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

 
こ
れ
に
加
え
て
、
小
説
「
胎
盤
」
（
『
文
藝
春
秋
』
四
月
）
、
コ
ン
ト
「
午
前
零
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時
の
文
明
 
自
称
医
学
博
士
と
S
子
」
（
『
中
央
公
論
』
六
月
）
、
随
筆
「
亀
戸
雑

景
」
（
『
改
造
』
一
二
月
号
）
と
、
第
一
線
の
大
規
模
な
出
版
部
数
を
誇
る
雑
誌
メ

デ
ィ
ア
に
も
、
中
本
た
か
子
は
執
筆
者
と
し
て
名
を
連
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 
老
舗
文
芸
雑
誌
『
新
潮
』
に
は
、
座
談
会
「
「
男
」
に
就
て
の
漫
談
会
」
（
九
月
）

へ
の
参
加
、
特
集
「
十
二
・
尖
端
人
の
多
角
的
検
討
」
の
さ
さ
き
ふ
さ
論
「
印
象

派
的
だ
」
（
十
一
月
）
の
執
筆
が
見
ら
れ
る
が
、
同
じ
企
画
で
中
本
た
か
子
自
身
が
、

そ
の
十
二
人
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
検
討
対
象
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
川

端
康
成
・
村
山
知
義
・
さ
さ
き
ふ
さ
・
片
岡
鉄
管
・
勝
本
清
一
郎
・
北
村
喜
八
・

浅
原
六
朗
⊥
局
田
保
・
中
本
た
か
子
・
林
房
雄
・
龍
謄
心
労
・
大
宅
壮
一
と
い
う

順
で
、
本
特
集
は
検
討
記
事
を
掲
げ
た
が
、
中
本
た
か
子
に
つ
い
て
は
、
林
房
雄

「
中
本
た
か
子
氏
の
生
活
」
、
平
林
た
い
子
「
中
本
た
か
子
氏
」
、
そ
し
て
横
光
利

一
「
中
本
た
か
子
氏
に
つ
い
て
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ
で
本
稿
の
結
び
に
あ
た

り
、
長
い
引
用
に
な
る
が
、
横
光
利
一
が
語
っ
た
印
象
記
の
全
文
を
掲
げ
る
。

 
中
本
君
の
作
を
読
ん
だ
者
は
た
い
て
い
は
反
抗
心
を
持
つ
や
う
で
あ
る
。

読
者
に
反
抗
心
を
起
さ
せ
る
作
者
は
そ
れ
だ
け
で
も
ど
こ
か
豪
い
の
だ
。
も

し
中
本
君
の
作
を
賞
め
る
人
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
人
は
文
学
史
に
通
じ
て
み

る
人
に
相
違
な
い
。
文
学
史
に
通
じ
て
み
る
者
は
必
ず
作
家
の
最
大
の
特
長

を
掴
み
出
す
か
ら
だ
。
中
本
君
の
作
を
良
い
と
か
悪
い
と
か
云
ふ
前
に
、
先

つ
ど
の
女
流
作
家
が
我
が
国
の
文
学
史
に
残
る
か
を
考
へ
て
見
る
必
要
が
あ

る
。
今
ま
で
に
人
々
の
や
っ
て
来
た
こ
と
を
や
る
の
な
ら
ど
の
作
家
に
だ
っ

て
出
来
る
の
だ
。
そ
れ
は
別
に
作
家
と
し
て
は
黒
め
た
こ
と
で
も
忌
ん
で
も

な
い
。
当
り
前
の
こ
と
な
の
だ
。
中
本
君
は
や
れ
な
い
こ
と
を
や
ら
う
と
す

る
。
す
る
と
人
は
笑
ふ
。
こ
こ
ま
で
は
作
家
は
芸
人
と
同
じ
こ
と
だ
。
笑
は

れ
て
る
る
よ
り
仕
様
が
な
い
。
し
か
し
、
今
に
中
本
君
は
や
れ
な
い
こ
と
ま

で
や
れ
る
や
う
に
し
て
了
ふ
で
あ
ら
う
。
そ
の
能
力
は
今
の
仕
事
の
中
に
見

え
て
み
る
。
中
本
君
の
↓
番
の
特
長
は
今
ま
で
の
女
流
作
家
が
美
し
い
と
思

っ
て
み
た
も
の
を
捨
て
て
了
ひ
、
汚
い
と
思
っ
て
み
た
も
の
を
美
し
く
し
ょ

う
と
し
た
こ
と
だ
。
今
の
所
、
人
の
汚
い
と
思
ふ
所
の
も
の
を
す
っ
か
り
美

し
く
は
し
て
み
な
い
。
し
か
し
、
美
し
く
し
か
け
て
み
る
。
此
の
冒
険
は
も

し
中
本
君
が
出
な
け
れ
ば
誰
か
必
ず
他
の
者
が
変
っ
て
す
る
べ
き
筈
の
も
の

で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
こ
へ
中
本
君
が
現
れ
た
。
受
難
は
当
然
暫
く
は
来
る
で

あ
ら
う
。
し
か
し
、
中
本
君
の
頭
は
女
と
し
て
は
科
学
的
で
正
確
で
あ
る
。

そ
の
正
確
さ
は
廻
転
の
速
度
が
す
ば
ら
し
く
早
く
は
な
い
が
、
し
か
し
、
す

ば
ら
し
く
早
い
も
の
が
停
止
す
る
所
で
も
停
止
を
し
な
い
。
此
の
た
め
中
本

君
は
速
度
の
早
い
も
の
よ
り
い
つ
の
間
に
か
遠
く
へ
行
っ
て
悠
々
と
廻
っ
て

み
る
。
近
頃
中
本
君
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
へ
転
換
し
た
と
云
ふ
話
を
聞
い
た
が
、

こ
れ
は
遅
か
れ
早
か
れ
氏
と
し
て
は
さ
う
あ
る
べ
き
筈
だ
と
思
っ
て
み
た
。

別
に
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
瀬
戸
際
で
観
察
出
来
得
る
領
分
は
た
っ

た
そ
れ
だ
け
で
あ
っ
た
の
か
と
思
は
し
め
な
い
で
も
な
い
。
ま
だ
ま
だ
確
に

有
っ
た
箋
謬
期
と
一
云
ふ
も
の
は
叩
か
れ
る
し
り
か
ら
ぎ
ろ
ぎ
う
と
眼
号

を
光
ら
せ
て
こ
そ
、
作
家
で
あ
る
。
批
評
家
と
い
ふ
も
の
は
計
算
す
れ
ば
そ

れ
で
良
い
の
だ
。
し
か
し
、
作
家
は
計
算
し
た
と
き
、
堕
落
し
た
の
だ
。
／

中
本
君
は
計
算
を
し
た
の
で
は
な
く
っ
て
清
算
し
た
の
に
ち
が
ひ
な
い
。
此

の
計
算
と
清
算
と
の
差
の
問
を
、
中
本
君
は
ど
れ
ほ
ど
認
識
し
た
の
で
あ
ら

う
か
と
見
詰
め
る
こ
と
は
、
私
に
は
興
味
が
あ
る
。
総
て
転
換
し
た
も
の
の

深
さ
と
云
ふ
も
の
は
、
そ
こ
に
潜
ん
で
み
る
に
ち
が
ひ
な
い
の
だ
。

 
一
九
二
九
〈
昭
和
4
＞
年
の
終
わ
り
頃
に
は
、
中
本
た
か
子
は
、
充
分
に
流
行

の
新
進
作
家
に
な
っ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
個
々
の
記
述
の
詳
細
に
立
ち
入

る
余
地
は
な
く
、
別
品
に
譲
る
よ
り
ほ
か
な
い
の
だ
が
、
確
か
に
メ
デ
ィ
ア
の
な

か
の
中
本
た
か
子
羽
は
、
あ
る
時
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
担
い
手
の
よ
う
に
、
や

が
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
新
進
と
し
て
、
揺
れ
動
き
な
が
ら
、
そ
の
爆
発
的
な

活
躍
の
痕
跡
を
提
示
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
横
光
利
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一
「
中
本
た
か
子
氏
に
つ
い
て
」
は
、
一
九
二
九
く
昭
和
4
V
年
の
雑
誌
メ
デ
ィ

ア
に
乱
反
射
す
る
、
中
本
た
か
子
の
印
象
を
総
合
し
つ
つ
再
構
成
す
る
、
と
い
う

記
述
戦
略
を
選
択
し
て
い
る
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
の
個
人
的
な
書
簡
の

往
復
に
つ
い
て
は
、
微
塵
も
窺
わ
せ
る
こ
と
の
な
い
、
実
に
禁
欲
的
な
印
象
記
と

し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

 
本
稿
の
執
筆
作
業
で
は
、
横
光
利
一
と
中
本
た
か
子
が
直
接
対
面
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
資
料
を
、
い
ま
だ
発
見
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
二
人
が
実
際
に
対

面
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
と
し
て
、
そ
れ
は
一
体
い
つ
の
こ
と
で
、
果
た
し
て

そ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
言
葉
が
交
わ
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

附
記

 
一
九
二
九
〈
昭
和
4
＞
年
の
中
本
た
か
子
の
執
筆
状
況
に
つ
い
て
は
、
小
田
切

進
編
『
現
代
日
本
文
藝
総
覧
』
全
四
巻
（
一
九
六
九
～
一
九
七
三
年
、
明
治
文
献
）
、

中
央
公
論
社
編
『
中
央
公
論
総
目
次
』
（
一
九
七
〇
年
一
一
月
、
申
央
公
論
社
）
、

関
忠
果
・
小
林
英
三
郎
・
松
浦
総
三
・
大
悟
法
進
共
編
『
雑
誌
『
改
造
』
の
四
十

年
付
・
改
造
目
次
総
覧
』
（
光
和
堂
、
一
九
七
七
年
五
月
）
、
『
文
芸
春
秋
三
十

五
年
旧
稿
』
（
一
九
五
九
年
四
月
、
文
芸
春
秋
新
社
）
等
を
参
照
し
、
随
時
、
原

誌
と
そ
の
複
写
に
当
た
り
つ
つ
調
査
を
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
本
た
か
子

の
書
誌
情
報
は
、
充
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
当
然
こ
の
調
査
に

も
遺
漏
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
ま
た
、
横
光
利
一
研
究
者
で
あ
る
十
重
田
裕
一
氏
に
原
稿
を
一
覧
い
た
だ
き
、

有
益
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
辞
と
し
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日
本
近
代
文
学
）
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